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1基礎地質学講座;

層位学

(総論その④).

2.5､激変論の拾頭

LYE皿の“地質学原理"で示された表2-1の分類は

今世紀の初頭にはほぼ今目使われている形に落ち着い

た.その間にL珊LLによって層群(Groups)とし

て認定されたものカミ他の地質学者によって系(Syste一

㎜S)として扱われるのが普通にたりかつ岩質あるい

は模式的な露頭の所在地に基づいて命名される地層の基

礎的分類単元と考えられるようになった.その岩質に

よるものの例が筋状石灰岩系(Oo1iteSyste血)ま

た模式的な露頭の所在地による側カミシュラ系(Jura-

ssicSystem一)である.ドイツの南西部からイギリスに

かけて発達するジュラ系は通常上･下に2大別され

その上部が緬状石灰岩系である.これはその名前が

示すようにおもに師状石灰岩からたりことにイギリ

スにおいて著しい.またジュラ系の名がその模式

的な露頭があるスイスとフランスの国境をたすジュラ山

脈から来ていることはよく知られている.

系の同定が広域にわたって行政われ重たりの順序が

確立されるにつれて欠きた岩石単元の相対的年代に関

する明瞭な概念力潴頭してきた.もともと累重するお

もに堆積岩類からたる地層を分類するための単元として

提起された系は次第に時間の区分としての意味もあわ

せてもつようにたった.それぞれの系に含まれる化石

がわかって1くるにしたがって各個の系はその王およ

び下の系とは異なった動二植物の化石によって特徴づげ

られていることが明らかになった.それ故それぞれ

の系はある種の激変をもって終わる地球の歴史のたかの

1つのエピソｰドに対麻するものでありこの激変によ

って多くの動･植物が絶滅しこれまでのものとはちが

った新しい動･植物を次の系の岩石のたかに導入する

ことことを容易ならしめたという考え方が生まれたのも

自然のたり行きであろう.

この激変論者(Catastrophist)の考え方は系と系

との境に不整合などの岩石の不連続性が見られること

によって支持される.というよりもこの不連続性が

あればこそ系という自然の単元が生まれたのである.

このような状況の下にあっては物理学的および生物

学的の両方の条件にくり返されかつ同時に起こる変

化カミあったと信じた方がより論理的といえるかも知れ

ない.そのためか当時の人々はJEANB蛆TIsTELA･

おさむ

福田理

肚RK(1744～1829)の異端的た進化学説にしたがって

不整合によって示される失なわれた時間(Lost三n-

te･ValS)に生き残った生物が進化して新しい種が生じ

たと考えるよりも神による生物の創造がくり返し行な

われたと考えた.こうして累重する地層の間に挾ま

れる不整合は地質学的カレンダｰの上の認識可能で

ありかつ普偏的な目付けにほかたらないという強固た

信仰がひろまっていった.

2.6.対比の基礎としての地殻変動

西欧諸国および北米大陸の東部で行たわれた多くの層

位学的研究は広域にわたって系の認定を可能ならしめ

る不整合があることを示した.つまりある系の模式

地においてその上下を限っている不整合力童広域にわたっ

て追跡される結果模式地から遠隔の地においても問

題の系を同定できることが判明したのである｡大局的

に見ると英国で確立されたいくつかの系の上下を限る

岩相および生物相の断絶に相当するものを北米大陸の

東部の地層中に求めることさえ可能である･

西欧諸国の地層の重たり具合を見るとお互いによく

似た大区分を示す例が多い.このように同時期の不整

合が広域にわたって追跡できることが判明した結果造

山運動(O工09eny)が同時に多くの地域をおそい地

史の上に相互に符合する句読点をつけたと信じられるに

至った.こうして地史に関する激変論者の考え方カミ

普遍的肢造山運動あるいは造陸運動(EPi･ogeny)が行

なわれる間歌的た時期の概念と結合した.このようた

時期には大陸が急激に上昇したり逆に海域が急に拡

大したり山脈カミできたりまたは生物界に変化カミ起こ'

ったりする.このような考え方を支持する証翅は不

整合に照して場所を追って地層の対比を進めて行くのが

最良であるという考え方を生んだほどかつては強固な

ものと考えられた.たとえば米国の丁亘｡MAsC囲｡-

wnERC趾MBE肌IN(1843～1928)は1909年に“Dias-

trophism-astheU1timateBasisofCorre1ation"(対比

の究極的た基礎としての地殻変動)と題する論文を書い

ている.この論文の結論は次のとおりである.

1)大洋底は周期的に沈下し同時に大陸が上昇する.

2)その結果大陸上の堆積物中に残される不整合は普通的な�
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ものである.

3)地殻変動(D且astroPhis㎜)こそ対比の究極的な基礎で

あろう.

このC砒皿醐肌INは地球その他の惑星や衛星の起源

に関する微惑星説(P工anetesima1hypOthesis)の主唱者

の1人としても知られておりまたR.D.S虹IsBURY

との共著“地質学"(GeO10gy)全3巻(1905)はかつて

広く読まれた教科書の1つである.

2.7.標準的な層位学的コラムの成立

後年L珊肌(1872)は彼カミ初めて層位学的コラム

の総括的細分を行なった1833年以後の層位学の進歩をと

り入れて次のようだ分け方を提唱した.

第三系あるいは新生界(Cainozoic)

後一第三系(PostTertiary)

鮮新統(Pユiocene)

中新統(Miocene)

始新統(Eocene)

第二系あるいは中生界(Meso･oic)

白亜系(Cretaceous)

ジュラ系(Jurassic)

三畳系(Tr旦assic)

第一系あるいは古生界(Pa1aeozoic)

二畳系(Pemian)

石炭系(CarboniferoUs)

デヴォン系(Devonian)

シルル系(Si1urian)

カンブリア系(Ca㎜brian)

1コウレンシァ系(Laurent三an)

このわけ方で使われている新生界中生界および古

生界はWILLIA皿S皿I個の甥に当るJo酬P亘ILLIPsに

よって184!年もともと次のような形で提唱されたも

のである.

CainozoicStrata(新生層)

語原:ギリシア語肋加08,reCent+え00椛,1ife

MesozoicStrata(中生層)

語原:ギリシア語舳∫03,medieva1+zoo焔,1ife

Pa1ae020icStrata(古生層)

語原:ギリシア語切Z伽08,ancient+見｡o刎,ユife

このうち“Palaeozoic"はA眺巫SEDGwIcK(1785～

1873)によって1840年に使われておりP亘ILLIPsの用

例はこれにたらったものといえよう.ただしSEDG-

wIcKの“PaIaeozoicSeries"は当時のカンブリア･

シルルの両系す次わち今日のカンブリアオルトヴィ

スおよびシノレノレの3系だけを含むものであった.

上に述べたLY肌L(1872)の分け方は今目一般に使

われているものとほとんど同じであるが次に述べるよ

うに古生界に含まれる系については使い方に問題が

あるものおよび後年追加されたものがありまたロ

ｰレンシア系は古生界から切り離されてその他の無

化石の古い岩層とともに先カンブリア界の(Preca阯

brian)中に包括されている.

ヨｰロッパでは19世紀の初頭には石炭系あるいは

スコットランドのデヴォン系旧赤色砂岩(O1dRed

Sandstone)までの層序がほぼわかっていたカミその下

に位置するイギリスの硬砂岩統(GreywackeSeries)

やドイツの遷移岩系(Uebergangsgebirge)の層序はま

ったく不明であった.イギリスでは1822年から

SEDGwIcKがこの地層の研究を始めていたが1831年か

ら彼はR0D醐｡KI.MURc亘Is0N(1792～1871)と力を

合わせてウェｰノレスのこの未知の地層の研究を進める

ことにたった.その南部を受け持ったMURcHIs0Nは

その上部から若干の化石を発見して1835年この合化

石硬砂岩(FOssiliferousGraywacke)を大昔ウェｰ

ルに住んでいたSi1ures族にちたんでシルノレ系と命名

した.一方ウェｰノレス北部にはこの下にくる地層カミ

あり化石は少ないが1836年SEDGwIcKはウェｰル

ズの古称Cambriaにちなんでこれをカンブリア系と

命名した.この両名がDevOnshi工eにちなんでイギ

リス南西部の海成層をデヴォン素と名づけたのもこの年

である.

その後これらの古い岩層の層序区分と対比について

2人の間で激しい論争が行なわれた.その間1873年

J.W.SALT醐によってカンブリア系の化石の大要が明

らかにされるに及んで本系カミ独立した系として認めら

れるようにたった.さらに筆石によってSEDGwIcK

のカンブリア系の上部とM1URc亘I富0Nのシルル系の下部･

とカミ対比できることをか確めたC亘A肌EsL蛆woRT亘

(ユ842～1920)は1878年ケルト族の別称OrdOvices

にちたんでこの部分をオルドヴィス系(Ordovi-

Cian)と呼ぶことを提唱した.よく知られているよう

にオノレドヴィス系は今日でも一般に認められており

今日のシルノレ系はLY肌L(ユ872)のそれからオルド

ヴィス系を除いたものに他だらたい.また混乱を避

けるためこのシルノレ系に対してA脳RTAUGUs個DE

LA田畑酬丁(1839～1908)はバノレチック海上のゴトラン

ド島を模式地としてゴトランド系(Gotland王an)と

いう名称を提案した.それ以来この名はかなり広く�
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表2-2

現代の標準的た層位学約コラムと古い大区分

ModemMainDiv玉s五〇nsmdSubdivisions

�����楳楯�

�湯�楣����猱��

����������

Paleogene(NAU皿ANN1866)

剥捥�

偬����������

Quatemary(DEsN0Y囲s1829)

P1iocene(LY亙LL1833)

Miocene(LY肌L1833)

O1igocene(B酊RIc亘1854)

�捥�����㌳�

������������

�牴楡特�剄�丰���

Mesozoic(P且ILLIps1841)

Creta㏄ous(D'HALL0Y1822)

�牡�楳�到������

�楡�楣�����㌴�

��潺�挨卅����㌸�

健浩慮����ぎ���

Carboniferous(C0NYBEムRE1822)

Deマ｡nian(MUR0亙Is0NandSEDGwIcK1840)

�����������

PrecaInbri齪n

Silu1=ian(MUBc亘Is0N1835)

Ordo平ician(LApwoR冊1878)

��物慮�������

�潴景浤楮�敲敧楯��畤��祁剄�丰�

偲業��������

○エPrimitive(LEHMANN1756)

使われていたが1961年の第21回万国地質学会議(Intes-

nation乞1Geo1ogica1C㎝gress)で投票の結果LAPwoRT豆

の再定義によるシノレノレ系に最終的に落着いた.

このようた過程を経て完成された標準的な層位学的コ

ラムとその大･中の区分の命名名を一括して示したの

が表2-2である.本表の右端に示した古い大区分の

うち第三系および第四系は今日でもよく使われている

が第一系および第二系は死語とたってしまったと見

てよかろう.またもともとPre-Cambrianと書か

れたPrecambrian(先カシプリア界)は1878年イギリ

スで使われ始めたものであるが1896年米国のC･R･

V州HIsEによってカンブリア系に先立つ古い岩層を

総括的に呼ぶものとして明確に定義づけられた.

表2-2の標準的な層位学的コラムはいうまでもた

くヨｰロッパにおいて組立てられたものである.した

がってところによってはこれをそのまま採用するの

に抵抗を感じることがあっても不思議ではたい.そ

のよい例でありかつよく知られているのは米国では

一般に有炭系を独立した2つの系すなわち下位の

ミシシッピィ系(MississipPian)と上位のペンシ

ルベニア系(Pemsy1∀anian)とに分けていることで

ある.これら2つの系は1891年米国地質調査所

(U.S.Geo1ogicaピSurvey)によって初め統のラン

クの公式の単元とし認定されたものである.･その後

1905年C亘A鵬E肌INおよび

の統を同時に系に昇格させた.

SALIsBURYはこの2つ
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にさえ現在たお統一的かつ明確た定義を与えられてい

たいものが少なくない.いわんや歴史の古いかつ

より基礎的放物理学化学および生物学や歴史が新

しくても理論的に扱いやすい地球物理学のように層

位学に論理的にも筋の通った体系を与えるのは今後に

残された大き恋仕事である.

前章でそれとたく使った界･系･統だとの層位学的単

元にしても読者の便を考え現在普通に使われている

ところに合わせて古生界ジュラ系始新統たどのよ

うにしたまでである.!9世紀末までには標準的た層

位学的コラムが一応完成されたとはいうものの自然科

学の一分科として見た場合層位学の内容そのものは

歴史が浅いためといってしまえばそれまでだが他の諸

分科と比べて術語と論理的体系の不備が著しく目立つ

ものであった.しかもその改善は遅々として進まず

20世紀の半ばを過ぎた現在でもたお体系づけの途中に

あるといった方が適切である.本章で論ずる層位学的

単元だけについて見ても現在の形に一応落着くまでに

著しい混乱があったのは止むを得たいとしても1970年

代に入ったわが国において最近のこの方面の進歩に無

縁た論文カミいまなお後を断たたいのはな晋だろうか.

2.層位学的単元の分類体系の歴史的変遷

211.19世紀中葉まで

19世紀の前半はLY週皿による“地質学原理"の完成

で象徴されるように地質学がようやく自然科学の1分

科としての形をととのえた時代でありまた地質系統

がほぼ確立された時代でもあった.DUNB蛆および

R0D鯛Bs(1957)によればこの間の文献には“c1ass"

“te工rain"“order"“syste皿"“formation"“series"

“group"および“stra亡a"だとの層位学的単元のカテゴ

リｰに入る用語が見出される.このうち“SyStem"

“fomation"“series"“9roup"および“strat早"は何

らかの形で現在まで残っているがその内容は必ずしも.

今日普通に使われているものではないしまた当時に

あっても学者によって使い方がまちまちであった｡

皿.層位学的単元

1.序論

前章までに述べたことからもうかがわれるように地

質学とくに層位学は自然科学の他の諸分科のように

いわゆる学者によってその基礎カミ築かれたものでたく

かつ対象の複雑さとそれが過去の再現性に乏しい現

象の結果であることなどの反映のためか基本的た術語

2.2.第1･2回国際地質学会議

このような用語の不統一をたくし誰もが同じ意味で

使える術語を確立することが必要なことは当時の多く

の地質学者が感じていたことで米国の地質学者の一グ

ノレｰプの運動によって“unifomityingeo1ogicrepo鵡

withrespecttonom♀nc1atu工eandmapsymbo1s"を研

究するため1878年第1回国際地質学会議(Intemか

tiona1Geo1ogica1Cong早ess,略称I･G･C･)がパリで

開催された.その結果これらの問題を考究する国際�
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表3-1第2回万国地質学会議(1881年)で採用された層位学的単元の分類

Chronolog三｡Terms

�業��温

却牡瑩杲���敲�

��歳�温

�愀

健物潤

Ep㏄h

�攀

紀

世

Gr㎝p界

System系

Serie統

St固ge階

����畢�慧攬���

却牡�����瑣�

(DunbarandRodgersユ957)

委員会が発足することにたりその下部組織である各国

の委員会が1881年B01ognaで開催される第2回I.

G.C.に対して研究の成果を報告することにたった.

･第2回I.G.C.では各国の代表者によって激しい

討議カミたされまたさまざまた提案がなされたカミ結

局表3-1に示すようだ一元的な体系が採用された.

2.3.第7･8回国際地質学会議

この問題は1897年の第7回I.G.C.で再燃し1900

年にパリで開催された第8回I.G-C.において表3

-2に示すように第2回I.G.C.において採用され

たものに多少の変更が加えられた.これは当時の国際

委員会の委員長であったEUG酬週R酬酊IERによって

提案されたもので公式の報告は1901年に出版された.

この分類では1881年のものにあった“stratm"および

“bed"カミなくなりその代りに“zone"が採用されてい

る.前2者はいわば後年の地方的岩石単元(Loca1

rockmits)でこの点については第8回I.G.C､に

おいて第2回I･G･C･で採用されたものに加えられた

修正はむしろ改悪であったといえる.

2.4.初期の層位学規則

第8回I.G.C.において採用さたれ層位学的単元の

分類体系を見ると年代学的用語(Chrono1ogicter

mS)として示された時間単元(Time㎜nitS)と層位

学的用語(Stratigraphictems)として示された岩石

単元(Rocたmits)とカミ厳密た対応を示している.

これは時間単元で代表される時間と岩石単元で代表

される地層の垂直的なひろがりとカミ対応していることを

意味し分類表はこれら2種の単元を収容する2つの欄

に分けられているが本質的には一元的な考え方に立脚

するものである.少し考えればわかるように層位学

的研究の対象となる地殻の上層部カミ汎世界的に同じ歴

史をたどって現在に至ったとしてこれは初めて成り立

つことである.紀(Period)対系(System)のような

表3-2第8回万国地質学会議(1900年)で採用された層位学的単元の分類

��湯���

Te血ユs

Stratigraph三｡

���

♡

健物潤

���

�攀

�慳攀

紀

世

期

Syste加系

Series統

Stage階

Zone帯

���牡�副摧敲猱��

欠きた単元同志については巨視的にはこの関係が汰り

立つとしても小さな岩石単元に対してまで汎世界的

な対応する時間単元があるとは到底考えられない.第

2回I.G.C.で採用された層位学的単元の分類体系に

“stratu㎜"および“bed"カミ組み込まれているのはこ

のような考え方の反映にほかならない.すたわちこ

の分類体系は厳密にいえば二元的なものでその層位

学的用語には界から系･統･階を経て亜階(Substage)

に至る後年の時間一岩石単元(Tim-e-rockunit)ばかり

で在くそれとは異質な“Stratm"のような地方的岩

石単元が含まれている.

この考え方を後退した形で打ち出したのカミ層位学命

名委員会(COn1m-itteeonStratigraphicNo皿encIature)萎

が1933年に制定した層位学規則(Stratigraphi･COde)

である.これには層位学的単元の対照表は与えられて

いたいカミDUN趾RおよびRoDG甲s(1957)によれば

その内容から表3-3に示す対照表カミ導かれる.すた

わちこの規貝uでは階(stage)および帯(Zone)に代

わるものとして“fomation"“member"および“bed"

などカミ採用されているが前2者には対応する時間単元

があるとされており厳密に地方的岩石単元といえるも

のは“bed"だけである.ここに述べた層位学規則を

採用した委員会はもともといわば層位学命名規貝屹

作るために1930年Associati㎝ofAmericanState

Geologists(米州地質技師協会とでも記すべきか)によっ

て作られたもので後にU･S･GeoIogica1Survey(米国

地質調査所)Geo1ogicalSocietyofA工nerica(米国地質

学会)およびAmericanAssociationofPetro1eum

Geo1ogists(米国石油地質学協会)を代表する欠きた委員

会に成長した.この層位学規則の原案はH.D･MIs鵬

の監督の下にJ.B.R醐sInE,Jr.およびW.W.RU朋Y

によってこの委員会のために作成されたものである.

彼らはいずれも当時の米国地質調査所のメンバｰであっ

た.�
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表3-3

1933年制定の層位学規則において瓜めかされた層位学的単元の分類

�癩�潮������業攀

D三visionsorUnitsofRocks

�愀

健物潤

���

���

���却慧���楳瑯捥��

���卵��来楮偉�����

���

�物�

���

��慴楯�

Member,lenti1,t㎝gue

�搬�牡���祥爀

およびMULL珊(1941)の重要な

論文はこの討論が結実したもの

で米国においてこの種の問題を

さらに考究するための基礎と放っ

た.この論文でSc瓦酬｡Kおよ

びMlmL囲は次に示すように

層位学的単元が2つの大きなカテ

ゴリｰを含むことを認めるように

提案した.

���牡�副摧敲猱��

2.5.二元的分類体系の拾頭と完成

前節に述べたことからも予想されるように

に紹介した一元的分類体系には批判がたかったわけで

はない.たとえば19世紀の終り頃H･S･WI肌I畑s

は時間単元と岩石単元とが厳密に対応するものである

という考え方に反対し岩石単元が時間単元の基礎とた

るものではないと主張した.そして彼はまったく異

なったタイプの2元的分類を唱導した.それによれば

地方的断面に基礎を置きかつ時間と普遍的だかかわり

を持たたい多数の地方的岩石単元がありまた他方に

は化石に基礎を置きかつ岩石の性質とは無関係の比

較的少数の普遍的な時間単元があってこれら両種の単

元の間に対応関係はない.このように岩石単元と時間

単元とを厳格に区別する考え方はW1皿I畑sが所属し

ていた米国地質調査所において公式に採用されかつ

実際に使われた.その後間もなくWIL皿ムMsはRE肚

YIERを長とする委員会のメンバｰどたり層位学的単

元の表(表3-1)から“stratum"や“bea"のようだ地

方的岩石単元を削除する責任の一部を負うことにたった･

しかしその後化石に基礎を置く単元が本当に時間単

元であろうかまた真の時間単元というものをわれわれ

は認識できるのであるかという疑問を抱いたWILLI畑s

(1905)はそのかつての結論の一部を撤回した.

米国の層位学界にEDw蛆nOso畑ULRIcE(1857～

1944)の勢カガミ強かった1910年代には岩石単元と時間

単元とを区別するというWILLIム亙sのような考え方は

ほとんど見失われてしまった.先に述べたように

1933年に樹定された層位学規則は“fomation''および

“皿e㎜ber"という低次の岩石単元まで対応する時間単

元があるという考え方の上に立つものであった.この

規則とくに“Stage"という用語を事実上放棄したこ

とは活発た反論を招き(Sc亘酬｡K,HEDBE船,andK-

LEINP肌L,1936)数年にわたって討論カミ行なわれた(Sc肥･

NcKandK咀INp肌L,1936;HEDB醐G,1937;KLEINp肌L,

1938;ToMLエNs0N,1940;HED脱醐,1941).Sc亘酬｡K

これまで

��

�

�

I.地質学的時間における位置に

基づいて細分されるもので次の2種を含む:

価mew㎜i桐(時間単元)連続的な地質学的時間の切

片.Eras(代)Periods(紀)EPoch(世)および

Ages(期)がこれに入る.

丁重峨e･蝸砿皿ハ腕(時間一岩石単元)特定の時間単

元の間の堆積を代表する地層の集合1System(系)

Series(統)およびStages(階)がこれに入る.

地質図に表現可能な地層の集合はR㏄k孤nits(岩石単元)

と呼ばれ地表および地下の研究において観察可能な客観

的な物理的規準によって区別されかっ同定される.

GrouPs(層灘)Formation(累層)Me皿bers(部属ある

いは雇員)その他カミこれに入る.

表3-4は上に述べたSc亘酬｡KおよびMU皿週Rの分

類体系をわかりやすく表示したものである.本表の左

欄および中央欄は先に述べたR酬町IERを長とする委

員会によって提唱された分類と同じものである.しか

し右欄の諾単元はこれら2組の諸単元と著しい対照を

なし時間の概念を含む他のどの単元とも対応関係を持

たたいことがよく示されている.次お表3-4は

DUNB州およびR0DG鵬s(1957)の著書から引用したも

ので各個の上部に記された単元の類別を示す用語につ

いてはその後の一般的た用例に従って改訂されてい肴.

表3-4

SchenckおよびMu11er(1941)によって提唱された層位学

的単元の分類体系

Geologic･�Time一���Rock一�

�浥��慴�牡�楣���慴�牡�楣�

�楴��楴���楴�

■�����

,��ll�一��

Era�一�ll���d

I�����ち

健物潤����搉�

���

����自』oΦ薫毛昌Φ岩男�“Φ

Ep㏄h�Se工ies�^���

�����

①�����

■���o�因�

Age�3�Stage�■lll�目�

��1一�o一�に�

�潮���

����

(DunbarandRodge正s1957)�
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表3-5

ユ940年以前のおもな層位学'的単元の分類体系

�����

�漱���

�������

����慮���　

�������

Lapparent,ユ900

��楫���㌀

�慣歷��牡�

Banows,ユ911

��卮�敲���

�慇�異

健物潤���

�潮

Eτa

S釘ies-Era_;Era

S｡…ml…i･dS｡…ml…i･d

���

�物�

����

�愀

���

一一1SysteIn

Pe｢io㍉Pe｢iod

���

���

:■≡=PochSeries

���来

��楳攀

一.一..一⊥

Pe工iod

�潤�

���

却慧攀

��桓敲��

���来

�����

��桓�来

�攀

卵��来

���

��桓敲��

��捴楯�

AgeFor皿ation

GroupまたはStage

BedまたはAssise

ZoneまたはHori20ne

��

�浩�

H.F.C1e1and,1916■

E,Kayser,ユ923

����敲���

�敧���������

���潴琬�㌲

刮���攬�㌳℀

�桵捨敲��

�����㌀

售��医���

�������㌀

����

��卵�潮��　

�慇�異

Pe王iodSystem

���

�攀

Se工ies

却慧攀

�愀

Pe工iod

���

Syste皿

���

�攀

�物�

却慧攀

He㎜e｢aSubstage1

��

E工aSequence

健物潤���

��桓敲��

A･eGm叩1

StageFor皿ation｣

SubstageMei皿beri

健物潤

���

��桓敲��

却慧���瑩潮

�愀

健物潤

Syste皿

���

���

���

���

�物�

G工oup

��慴楯�

��敲

�慓�略�攀

健物潤���

EpochSe正ies

卵�灯捨卵�敲��

�敲潮���

StageFo工血ation

卵��来��敲

(SchenckandMu11erユ941)

表3-5はSc亘酬cKおよびMU皿珊がまとめた彼

等の分類体'系が提唱される前の層位学的単元のおもた分

類体系でこれを見ても彼等によって層位学的単元が

2つのカテゴリｰを含むという考え方が明瞭に打ち出さ

れる前の混乱がいかにひどいものであったかかわかる.

第2次大戦によってこの問題の研究も中断されたが

戦後間もたく研究が再開されまず層位学的命名に

関する米国委員会(AmericanCommissiononStra-

tig工aphicNemenc1ature)が1946年に設立されその初

代の議長R.C.Moo晒によつてSc亙ENcKおよびMlU一

皿ER(1941)による分類体系を層位学規則(A㎜erican

CommissiononStratigraphicNoInencIature,1947)の

申にとり入れることが提､案された.この時以来この

委員会の主要な業務は層位学規則の改訂に備えて層

位学的単元の分類体系に関する間題を考究することとた

った.この問題についてたされた多くの討議は委員

会の覚書(Notes)およびその他の中に出版されている

��敲楣慮��楳�潮潮却牡瑩杲慰��潭���

ture,1948;HEDBERG,1948;TEIc肥RT,1950;WooDR一

エNG,1953;R0D鯛Rs,1954;H㎜B朋G,1954).この討議

の中で層位学単元を5つの別個のカテゴリｰに分ける

ことが提案されたカミ出された意見の多くはいわゆる

帯(Zone)を含む生物層位学的単元(Biost･atigraphic

units)のカテゴリｰを加えたSc亘酬cKおよびMULL醐

の分類体系に左祖するものであった.

よく知られている層位学的命名に関する米国委員会が

1961年に制定した層位学的命名規則(CodeofS･一

tratigraphicNomenc1ature)か出版される前におもに

各カテゴリｰに属する単元を扱った次のような6編の報

告カミこの委員会の名で順次公表されている.

�敲楣慮��楳�潮潮却牡瑩杲慰��潭��慴�攬

1949,Report1一地表下にある層位学的単元の命

名に関する布告.

_,1952,Report2一時聞層位学的および地質学的時

間単元の性質使用法および命名法.

,ユ955,Report3先カンフリァ界に適用される時

間層位学的および地質学的時間単元の性質使用法

および命名法.�
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表3-6

わが国で提案された地層区分の単位についての名称

著

者

名

�

生越鈴木,北崎

������

累層灘

(super-9工｡up

層灘

(9･0up)

互層瀞

(sub･group)

累層

(1灘､i｡､)

層

(fOi=工natiOn)

亜属

(蕊､､三｡､)

部属

���敲�

単層

���

累層群

■(super･9rOup

層群

(9王0up)

累層

�ひ�瑩��

層

����

〃

単層

��慴畭�

池辺

���

累層癖

(supe]=･9]=oup

層群

(9王0up)

互層灘

�畢��異�

累層または層

���瑩��

部属

(加ember)

〃

単層

(1a瓢､､｡)

1生(｡｡｡｡)越■1綴鵠

松本

��㈩

累層群

1(･･･････…

層灘

(9王｡up)

互層癖

�畢��異�

一層

(壬0工matiOn)

亜属

(絵､､三｡､)

分層

�����

個層

���

〃

層群

��異�

〃

累層

(f慧;｡i.n)

層(bed)ま

たは貝層

���敲�

〃

〃

〃

1岩系

�����

層群

��異�

互層群

�畢��異�

〃

累層または層

(fOrmat{On)■

〃

雇員

(n1e亘nber)

〃

池辺

(19近0)

層位学的命名規貝uがはっきりし

た形で成文化されるまでには至ら

たかった.

〃

群

��異�

〃

組

�佝�慴�温

員

����

〃

〃

床

���

,ユ956,Report4一一号有層位学的単元の性質使用

法および命名法.

,1957,Report5一生物層位学的単元の性質使用

法および命名法.

,1959,Report6一第四系に対する層位学的分類法

および命名法の適用.

今次大戦後の数年間連合国軍総司令部天然資源局

(Natura1ResourcesSection,Genera1Headquaエters,

Supre皿eCom㎜andeエfortheA11iedPowers)長とし

てSc肥NcKが在京していた影響もあってその興

わが国でも地質学会に地層命名委員会が設けられて

この種の問題が大いに討論された.しかし討論の内

容はSc肥NcKおよびMULLER(1941)の論文の範囲

す底わち時間単元時間一岩石単元および岩石単元の3

つのカテゴリｰに止まりかつ次の節で紹介するような

(生越1950)

は界･系･統･階という地層区分の用語は

意義の明らかにされた地層にはじめて用いられるべきも

のでそれぞれの地層が代･紀･世･期という年代を

代表するものでありしたがってある統は層に系は層

灘に雇員は階に相当するという具合に機械的に定ま

るものではないと述べている.すたわち界･系･統

･階が地層区分の用語とされていることからも推測され

るように当時のわが国ではSc亘醐｡KおよびMULLER

(194!)が意識していたほど時間一岩石単元と岩石単元

との区別が明確に意識されていたとは思え肢いようなと

ころもあるがともかくこれらの単元を異たるカテゴ

リｰのものとして認める方向に当時のわが地質学会カミ

動いていたことは確かであろう.

(筆者は燃料部)

表3-6はその頃生起忠

(1950)がまとめたわが国で提案さ

れた地層区分の単元すなわち岩

石単元の名称の対照表である.

これについて湊正雄(1953)は

沖辺展生(1940)が提案した灘(G-

roup)組(Foエ皿ation)員(Me-

mber)および床(Bed)の4単元

が必要にして十分なものである

としたが訳語については松本

達郎(1942)のものをとりgrOup

を層群fOmationを層皿ember

を雇員またbedを単層とした

いと述べている.また湊(1953)

年代的な

1幕㎡'1百一ネｰ1

E理眺且m㊤雌a1aMN挑岨釧R06k眺fo正㎜批io苅

(P･Pau1itschEd.),pp525,Springer-Ver1ag,1970

ユ969年2月ユ7ユ8の両目ドイツのDar皿stadt工科大学の鉱

物学教室で開催されたX-rayandexperiエnenta1structura1

petr01ogyに関する討論会の論文集､発表ないし寄稿された論

文申より適当な論文21編カミ収録されている.主題は岩石の変形

たいしは構造岩石学であるがわが国でファミリアｰな光学顕微

鏡的なPetrofabricの解析や岩石の三軸変形試験が中心ではな

い.主題は3つにわかれており第1は各種X線回析法を利用

したPetrofabricの解析方法および解析にあたってのコンピ

ュｰタｰのプ回グラミングに関するもので6編の論文が収めら

れている･単結晶法や極点法など種々のX線的方法がPetr0一

fabricの解析にここまで利用されているのかと認識を新にさせ

る･第2は'ExPerimenta1structura1petroユ｡gyに関するも

ので9編の論文が収められている.ここで注意がむけられる一点

は構造岩石学といっても大半の論文カミ単結晶次いしは単一鉱

物で構成されている岩石の変形破壊を取り扱らている点である.

金相学から金属物理学へという発展過程と照し合わせて興味がひ

かれる.第3はFieldworkとしてまとめられている論文6編

で参る.この中には地域的な研究から鉱石の組織単一鉱物

種のfabricまでの論文が含まれている.論文寄稿者は日

英米独加オｰストラリアチェコ等国際的である､論

文は英語ないしはドイツ語で書かれている.岩石学ことに構

造岩石学や岩石物性の研究者さらには鉱物や結晶の研究者にと

っても有用な論文集といえよう.(砂川一郎)

(全国の洋書販売店にあります.定価10,810円)�


